2020年度神奈川県川崎市橘樹郡家跡の三次元測量・GPR調査 by 高橋 亘 et al.
調査報告 溯航　第 39 号　75-88 頁　2021 年２月早稲田大学大学院文学研究科考古談話会編集・発行




















































































































































































































第５図 取得した点群（27,036 点）第４図 WB 地区の TIN と 0.1mContour





































































































































第 10 図 各レーダー区の GPR 成果④








































































④ 本 調 査 で 再 確 認 し た 遺 構 は 次 の と お り で あ る 。
SB0030・SB0031・SB0032・SB0072・SB0085・
SB0530・SD0056・SD0507・SX0071・SX0410。
⑤Time Slice図をジオリファレンスし、調査図⾯に重ね
た結果、遺構の位置にわずかなズレが⾒られた。今
後、整合性も含め検討課題である。
 以上、①〜⑤まで、本調査成果を列挙した。
おわりに
 本稿は、2020年度に⾏った橘樹郡家跡における⾮破壊
調査の概報である（今後、前年度調査の概報・両年度の
成果を総合的に検討した本報告の２稿を発表予定）。本
調査では、遺跡の微地形や遺構に関する基礎データを収
集することができた。しかし、発掘調査図⾯とずれが⽣
じていることなどから、遺構の規模や軸線の傾きなどを
再計算し、⽐較・検討をしていく必要がある。また今回
は、古代官衙遺跡における⾮破壊調査の有効性を確認す
るという点でも⾮常に貴重な調査であったといえる。現
在進んでいる発掘調査の成果等も考慮しつつ、より詳細
な検討を⾏うことを、今後の課題としたい。
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※本報告に際して、各解析・図版作成・⽂章執筆は⾼橋
が担当した。関根・呉・李・宮崎・横⼭・⽯井・⽥邊・
伊藤・⼭内は、調査データの取得・整理・解析補助を担
当した。
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図表出典⼀覧
第１・２図 川崎市提供の都市計画図を⽤いて⾼橋作成。
第３〜５図 本調査データを基にArc-GISにて⾼橋作成。
第６図 本調査データをGPR Sliceで解析したのち、Arc-GIS
にてジオリファレンスして、⾼橋作成。
第７〜10図 本調査データを基にGPR Sliceにて⾼橋作成。
第11・12図 川崎市教育委員会 2018を⼀部改変し、Arc-GIS
にて⾼橋作成。
第１・２表 本調査データを基にMicrosoft Excelにて⾼橋作
成。
